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静電容量の測定値から光速を求める

図 1のように２枚の鉄板にコピー用紙を挟んでコンデンサーを作ります。このコンデン
サーの静電容量 cを測定し極板面積ｓと極板間の距離ｄより真空の誘電率を計算します。
真空の透磁率は、１アンペアの定義により定まっているので光速が求められます。

定義された定数

コピー用紙 25.9cm × 18.1cm 厚さ3mm の鉄板

C=ε0 d
s

平行平板コンデンサーの極板面積をｓ、極板間の距離をｄ、静電容量をCとすると

ε0 は真空の誘電率
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より光速が求められます

したがって ε0 は

は、１アンペアの定義より
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下表はコピー用紙を１枚から 20 枚まで増やしていった時の静電容量の測定値から真空
の誘電率を計算し、光速を求めたものです。

こうして測定した空間の性質(真空の誘電率)から求めた光速とフィゾーの実験で求めた

光速の実測値が概ね一致していることが分かります。
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測定例（コピー用紙を６枚挟んだ時）

上記の回路に於いて、C=256pF、R1 =300 Ω 、R2 =100 Ω のとき、クリスタル

イヤホンから音が聞こえなかったので、Cx=768pF と求まります。
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ブリッジの平衡条件より


